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博報堂教育財団 「教職育成奨学金」制度概要

１．制度の趣旨
①児童教育、国語教育の教員を目指す学生を対象とした奨学金給付制度。

②児童教育を支える未来の優秀な教育指導者を育成し、子どもたちの未来に貢献する。

  ③全国に広がる奨学生及び卒業生の輪が、教育現場での＜学び合い、支え合いのネットワーク＞となり、教育の質の向上

や教育現場の活性化に寄与することを目指す。

２．制度の特長
①教職志望者に対象を絞った完全給付型奨学金。

②学費をほぼ全額カバーする奨学金を給付し、学業や教員となるための活動に専念できる環境を提供する。

③教育財団としてのノウハウやファシリティを活用し、特色ある研修プログラムを提供する。

④海外短期留学の支援により、海外での経験を積む機会を提供する。

⑤奨学生及び卒業生の交流を促進し全国の教育現場での＜学び合い、支え合いのネットワーク＞形成を目指す。

３．奨学金給付対象者

推薦依頼大学から、以下の教員を目指す学生について推薦を受け、選考委員会による選考を経て採用者を決定する。

①小学校教員 ②特別支援学校教員 ③中学校・高等学校の国語科教員

＜2025年度推薦依頼大学（59大学）＞

愛知教育大学／愛知淑徳大学／愛媛大学／茨城大学／宇都宮大学／大分大学／大阪大谷大学

大阪教育大学／岡山大学／香川大学／鹿児島大学／鎌倉女子大学／関西大学／関西学院大学

京都教育大学／岐阜聖徳学園大学／岐阜大学／熊本大学／群馬大学／慶応義塾大学／神戸大学

國學院大學／埼玉大学／静岡大学／淑徳大学 ／上越教育大学／信州大学／玉川大学／千葉大学

筑波大学／都留文科大学／帝京大学／東京学芸大学／東北福祉大学／東洋大学／同志社大学

長崎大学／奈良教育大学／鳴門教育大学／日本大学／兵庫教育大学／広島大学／福井大学

福岡教育大学／福島大学／佛教大学／文教大学／北海道教育大学／三重大学／宮城教育大学

宮崎大学／武庫川女子大学／明治大学／明星大学／山形大学／横浜国立大学／立命館大学

和歌山大学／早稲田大学

４．奨学金給付内容
① 奨学金給付額

・授業料相当額

国立大学：年額60万円 （月額5万円） 私立大学：年額120万円 （月額10万円）

大学院生：年額60万円 （月額5万円）
※大学院＝大学院（修士課程）・教職大学院 （大学院枠は、国立・私立ともに同額）

・自宅外生への特別支援費：年額60万円 （月額5万円）

② 大学生への奨学金給付継続支援

学部で奨学生であった学生が、以下の条件を満たし、大学院（修士課程）/教職大学院への進学を希望する場合には、

学生本人からの申請に基づき、当財団における審査を行った上で、給付期間を延長することがある。

１）奨学生の進学先が、学部と同じ大学の大学院（修士課程）・教職大学院である、

もしくは他の「推薦依頼大学」の大学院（修士課程）・教職大学院である。

２）進学の目的が小学校教員、特別支援学校教員、中学・高等学校国語科教員のいずれかを目指すためのものである。
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博報堂教育財団 「教職育成奨学金」制度概要

5．海外短期留学支援制度

将来、優れた教員になるための経験として役立つと思われる海外短期留学や海外研修等については、本人の申請と

大学・大学院からの推薦により、当財団内で審査後、以下を給付する。

― 渡航費 （アジア地域 5万円・その他地域 10万円/一律）
― 留学活動費（留学期間に応じて給付）

※累計で100万円を上限に、奨学期間中は回数制限を設けずに申請可能。

※1回の留学期間は365日を上限とする。

■ 2025年度新入奨学生（第8期生／86名）の内訳

奨 学 生 の 内 訳

6．奨学生育成支援プログラムの実施

① 奨学生間の相互交流の促進とネットワークづくりを目的に、当財団ならではの「学び」の場を提供する。

② 研修プログラム（新入奨学生研修、近況報告会、春の研修、等）を提供する。

■ 2025年度在籍奨学生（247名）の内訳 （2026年3月時点）

大学1年生

11人
（13%）

大学2年生

26人
（30%）大学3年生

34人
（40%）

大学4年生

15人（17%）

学年別

小学校

教員志望

55人
（ 64%）

特別支援学校

教員志望

10人（11%）

中高国語科

教員志望

21人（24%）

志望学校種別

小学校

教員志望

153人
（62%）

特別支援学校

教員志望

中高国語科

教員志望

62人（25%）

志望学校種別

大学1年生

11人

大学2年

生

37人
（14%）

大学3年

生

68人
（28%）

大学4年

生

95人
（39%）

大学院1年生

17人（7%）

大学院2年生

17人（7%）

学年別

※1

※2

※1 大学5年生(夜間)1名、 ※2 大学院3年生 1名



4

奨学生が当財団に期待すること

【2025年度新入奨学生アンケートより】

◼ ①新たな人や考えに触れる ②学業に専念できる環境がつくれる ③仲間づくり の順で

いずれも「期待している（Top1)」が80％超

(%　：　n=82人) Top 2 Box Bottom 2 Box

研修等を通じて、新たな人や考えに触れること 100.0% 0.0%

本奨学金を受けることで、さらに学業に専念できる環境がつくれること 98.8% 1.2%

研修・交流会等を通じた仲間づくり 98.8% 1.2%

本奨学金を受けることで、学費の心配がなくなること 96.3% 3.7%

本奨学金を受けることで、教員を目指す上で、自信が増すこと 97.6% 2.4%

本奨学金を受けることで、留学しやすくなること 78.0% 22.0%

96.3

86.6

82.9

79.3

74.4

39.0

3.7

12.2

15.9

17.1

23.2

39.0

1.2

1.2

2.4

2.4

15.9

1.2

6.1

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

期待している やや期待している あまり期待していない 期待していない
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研 修 プ ロ グ ラ ム の 紹 介

【目的】 1）奨学生間の交流の促進

「教員になる」という同じ志を持ちながら、地域/大学/年次/志望校種の異なる奨学生同士の交流や成

長を促すとともに、学び合い、支え合うネットワークへと育てていく。

2）当財団ならではの学びの場の提供

・大学教育とは異なる視点での「学び」を提供し、教育の質の向上や活性化に寄与する。

・普段接する機会の少ない「多様な分野の人や考え方」に触れることで視野を広げる。

3）若手教員のためのフォローアップ

奨学金受給修了後3年目までの修了生を対象に、教員として自信を持ち教育の現場で定着するよう、

フォローアップ研修を提供する。

【実施概要】

1日目： 開会式

研修アイスブレイク

2日目： キックオフ

全体講座

全体ワークショップ

懇親交流会

３日目： 選択ワークショップショップ講座（5講座から選択）

研修振り返り

修了生壮行会

クロージング

【研修の実施】 ◆ 新入奨学生研修 （新入奨学生が対象/1泊2日）

◆ 春の研修 （全奨学生が対象/2泊3日）

◆ 修了生向けフォローアップ研修 （ 教員１～3年目の修了生が対象/1泊2日）

プログラム例 （2025年度春の研修）

2026年3月6日(金)、7日(土)、8日(日)、東京羽田にて開催

奨学生222名が参加

【プログラム】
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春の研修での様子
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春の研修アンケート結果

【春の研修で得た成果】

【研修参加による意識変化】

【参考】　そう思う（TOP1）

25年4月 24年4月

(%　：　n=196人) (n=213人) (n=200人)

教員を目指すモチベーションが高まった 81.7% 78.5%

教員を目指す上で、自信が高まった 39.4% 37.0%

教育界のリーダーとして活躍する意欲が高まった 44.6% 44.5%

「教育分野・自分の専門分野」以外の学問分野への関心が高まった 58.7% 68.0%

今後も連絡を取り合い、高め合う仲間ができた・増えた 63.8% 67.0%

奨学生同士の交流が深まった 75.6% 76.5%

新たな人や考えに触れることで、視野が広がった 85.9% 87.5%

目指す将来像が、より具体的になった 62.9% 61.5%

博報堂教育財団への親しみが強まった 69.0% 78.0%

81.1

41.8

48.5

63.3

69.9

81.1

84.2

71.9

78.1

17.9

50.0

42.3

27.6

27.6

18.4

15.8

26.0

21.4

1.0

8.2

8.2

8.7

2.6

0.5

2.0

0.5

1.0

0.5

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

そう思う ややそう思う あまりそうは思わない そうは思わない

◼ ①視野が広がった ②モチベーションが高まった ③奨学生同士の交流が深まったで「そう思う」が80％超



近況報告会は、地域での情報共有や助け合い、この先も続くネットワークづくりなどを目的とし、実施しております。
大阪会場、東京会場の2つの会場に分かれて近況報告会を行いました。

【大阪会場】

・対象ブロック：九州ブロック、中四国ブロック、京都奈良ブロック、大阪兵庫ブロック、中部ブロック

・実施日： 2025年11月16日

・参加者： 現役奨学生＿92名 修了生＿16名

・内容：    奨学生による校種別模擬授業（小学校・特別支援学校・中学校高等学校国語科） / グループ共有

地域ブロック別交流
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地 域 ブ ロ ッ ク 別 近 況 報 告 会

【東京会場】

・対象ブロック：北海道・東北ブロック、甲信越ブロック、新宿ブロック、品川ブロック、渋谷ブロック、西日本（一部）

・実施日： 2025年11月23日

・参加者： 現役奨学生＿106名 修了生＿14名

・内容：    奨学生による校種別模擬授業（小学校・特別支援学校・中学校高等学校国語科） / グループ共有

地域ブロック別交流
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オ ン ラ イ ン で の 活 動

今年度は対面の研修や交流会に加えて、オンラインでも奨学生および修了生の交流の機会を設けました。

◆ オンラインセミナー 「大学院での学び」

【実施】 2025年6月15日(日)

【プログラム概要】
・登壇者の発表
・テーマに沿って質疑応答 等

◆ オンライン座談会「修了生の先輩方に聞いてみよう！」
小学校教員編

【実施】 2025年8月24日(日) 

【プログラム概要】
・学級経営
・キャリア、ライフプラン
・個別に質疑応答 等

中高国語科教員編

【実施】 2026年1月11日(日)

【プログラム概要】
・中学校、高等学校ならでは
・授業実践の紹介
・個別に質疑応答 等

海 外 短 期 留 学 支 援 制 度

【目的】

将来優れた教員になるために役立つと思われる海外短期留学や、海外研修の参加等により、奨学生自身
が目指す教員像や実現したい学びにつながる経験を得られるよう支援します。

【当支援制度を活用した留学実績】 ※2026年3月時点

◆ 2025年度実績 制度利用件数： 29件

◆ 制度開始からの累積利用件数： 114件

    2018年度： 8件、 2019年度： 17件、 2020年度： 0件、 2021年度： 1件、 2022年度： 10件

2023年度： 23件、 2024年度： 26件 、 ２０２５年度： 29件

【これまでの留学先・期間】

⚫ 留学先 ⚫ 留学期間
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【目的】

奨学生及び修了生の交流促進の一環として、活動や近況を紹介するWEBマガジンを、奨学生、修了生、大学担当者様
へ配信します。

▼2025年度に配信したWEBマガジンの内容

・ 新入奨学生紹介

・ ボランティア体験レポート

（大学のボランティアサークル）

・ 修了生のことば

・ オンライン座談会レポート2回

・ 教員となった修了生の近況レポート 全15回

奨 学 生 W E B マ ガ ジ ン

オンライン座談会「修了生の先輩方
に聞いてみよう！」
小学校教員編

オンライン座談会「修了生の先輩方
に聞いてみよう！」
中高国語科教員編

ボランティア体験レポート 第2回
（大学のボランティアサークル）

ボランティア体験レポート 第1回
（多様性）

海外短期留学レポート
語学留学編
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